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代表質問を終えて 　　

　

今
回
の
県
職
員
に
よ
る
横
領
事
件
を
発
端
に
、
県
や
県
職
員

が
か
か
わ
る
任
意
団
体
、
親
睦
会
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
が
、
７
２
４
を
数
え
る
団
体
数
の
多
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
汚
職
不
祥
事
を
誘
発
し
か
ね
な
い
こ
の
種
の
団
体
に
つ

い
て
は
、
縮
小
整
理
を
進
め
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
、
今
回
の

不
祥
事
の
舞
台
に
な
っ
た
「
木
曜
会
」
に
つ
い
て
は
、
県
政
の

威
信
回
復
た
め
に
も
廃
止
に
す
べ
き
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
支
援
の
研
究
開
発
で
貢
献
し
て
き
た
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
の
技
能
強
化
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
中
小
企

業
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
・
設
備
を
進
め
製

品
開
発
支
援
機
能
を
強
化
し
、
引
き
続
き
競
争
力
の
あ
る
製
品

開
発
を
支
援
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
近
年
頻
発
す
る
豪
雨
対
策

の
観
点
か
ら
も
、
用
排
水
路
、
井
堰
な
ど
の
農
業
水
利
施
設
の

保
全
と
整
備
を
進
め
る
よ
う
質
し
た
と
こ
ろ
、
県
と
し
て
国
に

対
す
る
予
算
確
保
を
働
き
掛
け
、
ま
た
県
単
独
事
業
を
活
用
し

て
進
め
て
い
く
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
問
題
で
は
、
県
立
特
別
支
援
学
校
の
整
備
方
針
を
確
認

し
た
こ
と
に
加
え
、
教
員
の
大
量
退
職
・
採
用
期
を
見
す
え
て

の
人
材
確
保
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
正
規
教
員
の
採
用
試

験
の
改
善
や
講
師
の
処
遇
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に

校
長
の
再
任
用
の
導
入
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

他
に
も「
福
岡
県
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」「
書
店
ゼ
ロ
自
治
体
」

「
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
」
に
つ
い
て
問
い
質
し
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　
Ｊ
Ｒ
九
州
や
西
鉄
の
大
幅
減
便
を
伴
う
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い

て
の
知
事
の
考
え
を
問
い
、
住
民
生
活
や
地
域
活
性
化
に
配
慮

し
た
事
業
運
営
が
必
要
で
、
そ
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
と
の

答
え
を
得
ま
し
た
。

　

次
に
、
性
的
少
数
者
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
が
安
心
し

て
生
き
て
い
け
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
求

め
、
本
県
の
「
総
合
計
画
」
及
び
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の

次
期
計
画
へ
の
位
置
づ
け
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
就
業
支

援
や
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
く
と
の
答
え
を
引
き
出
し
ま
し

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
太
宰
府
市
の
交
通
・
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
問

い
、
訪
日
外
国
人
観
光
の
移
動
の
動
向
を
踏
ま
え
「
太
宰
府
市

総
合
交
通
計
画
協
議
会
」
に
お
い
て
交
通
渋
滞
に
関
す
る
解
決

策
を
探
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
梅
雨
を
迎
え
、
県
民
の
方
々
の
大
き
な
懸
念
事
項

で
あ
る
洪
水
対
策
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。
水
害
対
応
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
の
は
、
関
係
す
る
53
市
町
村
の
う
ち
志
免

町
と
赤
村
の
１
町
１
村
で
、
10
市
町
が
今
年
度
内
の
策
定
を
目

指
し
て
お
り
、
残
り
の
市
町
村
に
つ
い
て
も
早
期
の
策
定
を
支

援
す
る
こ
と
、
53
市
町
村
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
構
築
を
完
了

し
た
こ
と
、
ま
た
、
想
定
で
き
る
最
大
規
模
の
降
雨
に
基
づ
き

洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
見
直
し
、
優
先
度
の
高
い
31
河
川
に
つ

い
て
は
す
で
に
公
表
済
み
、
残
り
９
河
川
に
つ
い
て
も
来
年
の

出
水
期
前
の
公
表
を
予
定
し
て
い
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

　

今
回
は
、
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
を
教
訓
と
し
て
の
ダ
ム
の

効
用
及
び
運
用
を
始
め
と
し
、
本
県
の
直
近
の
課
題
と
し
て
、

県
と
福
岡
市
に
係
る
空
港
、
観
光
振
興
等
に
関
す
る
件
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

　

♯
７
１
１
９
（
緊
急
電
話
相
談
事
業
）
の
利
用
の
喚
起
。
国

が
初
め
て
統
計
を
発
表
し
た
小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
（
15
歳
～
39

歳
の
思
春
期
・
若
年
成
人
世
代
）
の
が
ん
の
罹
患
率
へ
の
対
策
、

再
犯
者
や
困
窮
者
へ
の
県
の
再
犯
防
止
計
画
策
定
を
促
し
、
知

事
は
策
定
す
る
と
の
答
弁
。
県
庁
舎
内
や
福
岡
空
港
内
で
の
保

育
所
施
設
設
置
へ
の
県
の
取
り
組
み
を
質
問
。
私
達
公
明
党
議

員
全
国
３
，０
０
０
人
で
の
１
０
０
万
人
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト

運
動
の
中
小
企
業
対
策
の
事
業
承
継
に
経
営
者
の
方
々
の
関
心

が
高
い
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
、「
福
岡
県
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
て
支
援
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
長
に
対
し
て
は
、
高
校
教
育
を
主
と
し
て
、
高
校
生
の

若
年
妊
娠
し
た
生
徒
へ
の
学
業
継
続
さ
せ
る
た
め
の
指
導
と
性

教
育
の
在
り
方
を
質
問
。
母
体
の
保
護
を
最
優
先
し
つ
つ
、
学

業
継
続
の
可
能
性
を
高
め
る
指
導
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
。

　

今
回
、
県
政
の
喫
緊
の
課
題
を
中
心
に
質
問
し
ま
し
た
が
、

県
知
事
並
び
に
教
育
長
は
、
真
摯
な
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
福
岡
県
と
福
岡
市
が
真
剣
に
向
き
合
い
県
民
・
市
民
の

た
め
の
行
政
推
進
で
あ
る
こ
と
を
切
に
願
い
な
が
ら
今
回
の
代

表
質
問
の
感
想
に
し
ま
す
。

公
明
党

　

昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
７
月
で
一
年
。
被
災
地
は

未
だ
に
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。今
回
の
代
表
質
問
で
は
、

特
に
梅
雨
期
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗

状
況
や
今
後
の
対
応
方
針
（
前
段
に
掲
載
）
に
加
え
、
ハ
ー
ド

面
で
の
二
次
災
害
防
止
対
策
や
ソ
フ
ト
面
で
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
も
知
事
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
、
被
災
し
応
急
対
応
が
必
要
な
河
川
や
道
路
な

ど
の
対
策
は
施
し
た
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
二
次
災
害
防

止
に
向
け
、
市
村
と
も
連
携
し
早
期
避
難
を
支
援
す
る
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
問
題
で
は
、
生
活
困
窮
高
齢
者
問
題
や
介
護
離
職
問
題

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、
生
活
困
窮
者
に

対
し
て
は
、
福
祉
事
務
所
や
関
係
機
関
と
の
連
携
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
。
ま
た
、
介
護
離
職
対
策
と
し
て
は
、
昨

年
９
月
か
ら
専
門
職
を
配
置
し
「
休
日
街
か
ど
相
談
」
を
実
施

し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
相
談
場
所
を
２
カ
所
か
ら
８
カ
所
に

増
設
す
る
こ
と
や
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
環
境
問
題
で
は
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
期
限
内

処
理
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
青
少
年
に
関
す
る
問
題

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
事
業
、「
青
少
年
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
の
翼
」
と
「
福
岡
県
グ
ロ
ー
バ
ル
青
年
の
翼
」
事

業
の
見
直
し
の
理
由
や
学
校
内
で
起
き
る
法
律
問
題
へ
の
対
処

な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

緑
友
会

提出された議案

可決された意見書、採択された請願

○条例議案　11 件
・知事及び副知事の給料の特例に関する条例
の制定について
・福岡県税条例等の一部を改正する条例の制
定について
・地方活力向上地域における福岡県税の不均
一課税に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
・福岡県固定資産評価審議会条例の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県病院及び診察所の人員及び施設の基
準等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県事務処理の特例に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
・福岡県営土地改良事業分担金徴収条例の一
部を改正する条例の制定について
・福岡県河川開発事業特別会計設置条例を廃
止する条例の制定について
・福岡県営住宅条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県公の施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
・騒音防止条例の一部を改正する条例の制定
について

○専決処分したものについて報告し承認を求め
る議案　２件
・福岡県税条例の一部を改正する条例の制定
について
・交通事故による損害賠償
○工事請負契約の締結に関する議案　７件
○人事に関する議案　１件
・監査委員の選任について
○その他の議案　２件
・公立大学法人福岡女子大学に対する出資に
ついて
・公立大学法人福岡女子大学定款の一部変更
について

〇諮問　１件
・退職手当支給制限処分に対する審査請求に
関する諮問について

　平成３０年６月定例会では議案２３件および
諮問１件が提出され、議案については、いずれ
も原案のとおり可決、承認または同意され、諮
問については、請求を棄却する旨の答申が決定
されました。

可決された意見書
○外国人等による土地の取得及び利用を制限す
る法の早急なる整備を求める意見書
○規制改革による「ライドシェア」について慎
重に議論し、良質で安全なタクシーの適正化・
活性化に必要な諸施策を求める意見書
○ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意
見書
○視覚障がい者の同行援護サービス利用拡大等
を求める意見書
○私学助成の拡充に関する意見書
採択された請願
○私立小・中・高等学校への助成制度の拡充等
に関する請願


